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p<O.OS) ， .0.73 (pく0.01)， .000 (p<O.()5)の翁溶:な殺
の綴~1関係を訴した.また，ぬの路1l0)H総数とそ
の低下総僚との絡にも， T-U.73の有笈な負の務総務線
科乏められた(同，.(5).これらのことは，ぬの舷
下鶴鐙が為いほど，またぬの握j復の特定数料室いほ
ど，しすおよびVぬを鶏い様ft立にあることを示唆してい
る.さらに， r発パラメーターはともにミトコンドリア
の能力を蕊校する捻;擦として 互いに!都道することを
f示唆している.
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